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物理の場合物理の場合

物理系学術誌刊行協会(IPAP)
事務局長補佐 谷藤幹子

2004年10月18日緊急シンポジウムｰどうする日本の学術誌！
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物理系学術誌刊行協会

• 1962年設立
– 日本物理学会と応用物理学会 (総会員数 約4万人)
– 物理系学会英文誌４誌 (JJAP, JPSJ, PTP, OR)
– 学会ジャーナルの編集制作の合理化、電子化出版
– 職員10名

応用物理学会 日本物理学会理論物理刊行会日本光学会
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学会ジャーナルの危機

国内で研究された
成果報告が，

投稿されない

国内の大学や

企業図書館が

購読しない

•良い論文はIFが高い海外
有名誌へ投稿する？

•国内論文生産量は已然と
して増加傾向であるが，質
の良い論文は多くはない？

•世界的に図書館予算が厳
しくなっている？

•海外大手ジャーナルの価
格高騰で，国産ジャーナル
をカットせざるを得ない？
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実証１：国内から国内誌への投稿減，海外誌に投稿増

佐宗哲郎氏（埼玉大）による

日本からの流出論文数は、海外誌（世界全体）の
発行論文数の１０．６％を占めている（NII調べ）

外国誌に掲載された日本人を含む論文数とJPSJ論文数
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実証2：Web版は非常に多く利用されている

IPAP Online Journals
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実証3：Web版を有料化しても復調傾向がある

JJAP Online版のダウンロード数
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実証4：機関購読が部署間で平均負担されていないケース

大学内のダウンロード例(2003年)
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学会ジャーナルへの誤解
＜その１：存在意義＞

学会ジャーナル
はなくてもよい．

物理系論文誌は

海外にも沢山あ
るではないか．

・グローバルな厳しい研究
競争に対し、自国の査読制
度が必要

・日本独自の新分野を開拓
するプラットフォームが必要
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原子番号113の原子核合成に
成功．元素発見の歴史的快挙．
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学会ジャーナルへの誤解
＜その２：インパクトファクタ＞

学会ジャーナル
はＩＦ値が低い．

(=投稿，購読の
必要は特にない
のでは．）

『個々の論文の価値を評価
する際に、IFを使うことは誤
りであり、個々の論文の内
容に即して論文そのものの
価値を評価する以外に正し
い評価はありえない』

-ＩＦ創設者Garfield氏に
よる
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両誌とも発行後約2半
にわたり、全体の1/3
の論文はほとんど引
用されていない．

良く引用されるものは
引用され、引用されな
いものはほとんど引用
されない．

日本ジャーナル（JJAP）：ある一冊

日本ジャーナル（JJAP）：対象を７冊

米ジャーナル（APL）：ある一冊
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学会ジャーナルへの誤解
＜その３：学会の責任＞

学会ジャーナルが
必要と言うなら，

まず，

学会としてやるべき

ことがあるのではな
いか．

学会は危機意識を持って，

“投稿すべき”, “購読すべ
き” 自国ジャーナルとして，
内容充実，発信力強化

サービス強化，販売促進

という改革に取り組み
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学会の取り組み
1. ジャーナルの内容を良くする

• 専任編集委員長制度－長期的視野に立った編集方
針の改革と一貫性．

• ジャーナルの再編成－創刊史の長い二大論文誌を
統合し，より投稿しやすいプラットフォームを目指す．

• 閲読体制の改良－“論文閲読の質向上” ．閲読者の
育成と啓蒙(編集貢献賞)

• Head Editor制度－ジャーナル分野を代表する専門
家．各分野の研究動向，研究者ニーズを反映．

• 企画特集－activeな分野に焦点をあて，最先端の研
究内容を特集
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学会の取り組み
2. ジャーナルの発信力を高める

• ホームページ改良－全面リニューアル．ニュース
欄新設で解説記事．編集委員会が選ぶ目玉論
文やレビュー論文をトップページで紹介．

• 高速出版－できるだけ早い論文公表．週刊化
（最短25日で出版）．Web版先行出版．

• 新刊案内－Web版公開と同時に会員アラート配
信サービス

• CrossRefへ加盟－関連分野の海外誌と引用文
献相互リンクを強化

• ポータルサイト－研究者に利用されるポータル
サービスでも検索対象，閲覧可．
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学会の取り組み
3. ジャーナルを“売る”

• 学会姿勢の見直し－購読状況の管理，サポート
への意識改革．

• 購読者の動向分析－紙版の増減傾向，Web版
の利用傾向，機関会員数や投稿状況など

• SPARC－パートナー誌として参加．図書館コミュ
ニテイへのアプローチ．働きかけ．

• J-Stage－新刊号も搭載へ．二次リソース．
• 購読機関サービス－SPARC活動を通じてサイト
ライセンス移行開始．2005年国内一部機関，
2006年国内全機関と海外機関を予定．
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ある購読機関のオンライン版ダウンロード内訳
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サイトライセンス制により，

•機関の規模による利用単価の
不公平を是正

•中央図書館で集中管理<-購読
サービスを強化

ライセンス料の試算(Index)
Index = ｆ  (A , B , C, …..)

A； 学会の会員数

B； 助成金の規模

Ｃ； 複数年のオンライン版利用度（全文PDFのダウンロード数平均値）

D； …

上記でIndexを４クラスに分け
クラス１～クラス３ 購読料=ライセンス料＋[紙版(定価の30～40%)×冊数]
クラス４ 購読料=紙版定価×冊数
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問題提起

研究者の意識改革
・・・・自国のジャーナルがなくなってもいいのか，と問い直し．

機関（大学図書館，研究所，企業）の取り組み
・・・・自国のジャーナルを積極的にサポート．

政府機関の機動力
・・・・研究成果の適切な評価基準．他国に依存せず．

学会の競争力
・・・・学会自身が力をつける－技術，人材育成，競争意識．

日本独自性．


